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北埼玉
明日の
農業担い手育成塾

～地域農業の未来を育てます～
【北埼玉明日の農業担い手育成塾の実施体制】
事業主体：北埼玉農業振興連絡協議会
　　　　　（事務局・ＪＡほくさい）
構 成 員：ＪＡほくさい営農部長、行田・

鴻巣・羽生・加須市農政課長
および各市の農業委員会事務
局長、埼玉県農林公社、加須
農林振興センター副所長およ
び新規就農法人化担当

　ＪＡほくさい管内で農業を志す人が確実に就農できること
を目的に、技術の研修や農地の確保、資金相談を行うシステ
ムです。埼玉県の「明日の農業担い手育成塾設置推進事業費
補助金」を活用して運営しています。
　平成22年の開設以来、12人が入塾。卒業生は管内各地で担
い手として活躍しており、彼らの頑張る姿は後に続く就農希
望者の道しるべとなっています。

北埼玉明日の農業担い手育成塾

就
農
ま
で
の
流
れ

就農相談
ＪＡや農林振興セン
ター

技術研修
農業大学校や先進農
家など 模擬経営

就　農１年以上 ２年

北 埼 玉

明日の農業

担い手育成塾

主な支援内容 研修内容塾の 塾生の

研修ほ場の
確保

研修計画の
作成、提出

研修指導員の
設置

研修内容の
実践

巡回相談など
（就農が円滑に行われる
ための支援）

研修内容等を
報告会で発表

など

※入塾には条件および審査があります。
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　農業次世代人材投資資金
【経営開始型】次世代を担う農業者となることを目指し、

独立・自営就農する認定新規就農者に対して資金が交付

されます。

【準　備　型】就農に向けて必要な技術等を習得するた

めに研修を受ける者に対して資金が交付されます。
準備型を受けるには県が認めた研修機関等での一定期
間の研修が必要ですが、「北埼玉明日の農業担い手育
成塾」は、この研修機関に指定されています。

※いずれも審査・要件があります。詳細は右記にお問い合わせください。

資
金
面
で
の
公
的
な
支
援

私
た
ち
も
卒
業
生
で
す

平成28年就農。
行田市内でネギ
40㌃・ホウレ
ンソウ30㌃・
オクラ30㌃を
栽培。

令和２年就農。
キュウリ18㌃
を栽培し、羽生
市野菜組合に出
荷。

田代　直也 さん（39）

農業の楽しさは、頑張ったらその分だけ
返ってくること。将来の夢は地域の子供た
ちを集めて農業の魅力を伝える活動を行う
ことです。

　　　　寺澤　大助 さん（43）

羽生市出身。自身のアイデアを制限なく反映できる仕事
に就きたいと就農を決意。ホウレンソウ農家を目指して
騎西地区のほ場で研修中。令和３年３月に卒塾予定。

平成５年から専業
農家としてホウレ
ンソウの周年栽培
を行う。現在は騎
西地区で家族とと
もに22㌃栽培中。

林さんに土づくりについて熱心に質
問する寺澤さん。一日も早く「先生
に認めてもらえる立派なホウレンソ
ウが作りたい」と意気込みます。

林　一栄 さん（83）

江原　淳哲 さん（45）

農業は収入を得るだけではない仕事。さま
ざまな人と出会い、繋がることのできる毎
日に喜びを感じています。規模拡大が目下
の目標です。

「北埼玉明日の農業担い手育成塾」
や就農に関するお問い合わせは

〈行田市、羽生市、加須市〉
☆加須農林振興センター　
農業支援部　新規就農・法人化担当
☎0480-61-3911

〈鴻巣市・川里地区〉
☆さいたま農林振興センター　
農業支援部　新規就農・法人化担当
☎048-822-1007
☆ＪＡほくさい　
営農部　営農販売課
☎048-563-3000

塾　生

研修指導員現在の塾生をご紹介します
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令
和
２
年
産
の
水
稲
は
、
梅
雨

明
け
が
遅
く
、
８
月
が
高
温
多
照

で
推
移
し
た
た
め
、
田
植
え
の
時

期（
作
期
）や
品
種
に
よ
り
、
外
観

品
質
や
収
量
が
大
き
く
異
な
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
水
稲
の
作
柄
を
気
象
条

件
と
共
に
振
り
返
り
、
来
年
に
向

け
た
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

一　

令
和
２
年
の
気
象
条
件
と

　
　

水
稲
の
作
柄（
図
１
）

４
月
～
５
月
上
旬
に
植
え
た
コ

シ
ヒ
カ
リ
等
は
、
５
月
～
６
月
の

高
温
に
よ
り
分
げ
つ
が
確
保
で
き
、

登
熟
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

高
品
質
・
多
収
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
～
６
月
初
め
に
植
え
た
彩

の
か
が
や
き
等
は
、
６
月
の
高
温

に
よ
り
分
げ
つ
が
確
保
で
き
た
も

の
の
、
高
温
化
で
の
出
穂
・
登
熟

と
な
り
、
高
温
障
害
の
た
め
白
未

熟
粒
が
多
く
発
生
し
、
低
品
質
・

多
収
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
中
旬
以
降
に
植
え
た
彩
の

か
が
や
き
等
は
、
７
月
の
低
温
寡

照
の
た
め
分
げ
つ
が
確
保
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
高
温
後
の
出
穂

と
な
っ
た
た
め
、
品
質
は
低
く
な

い
も
の
の
、
低
収
と
な
り
ま
し
た
。

二　

外
観
品
質
低
下
の
原
因
と

　
　

改
善
策（
表
）

今
年
の
玄
米
の
品
質
が
低
下
し

た
原
因
と
し
て
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

彩
の
き
ず
な
に
つ
い
て
は
刈
遅
れ
、

彩
の
か
が
や
き
に
つ
い
て
は
高
温

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

登
熟
期
間
が
高
温
で
推
移
し
、

収
穫
時
期
に
ま
と
ま
っ
た
降
雨
の

あ
っ
た
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
彩
の
き

ず
な
に
つ
い
て
は
収
穫
適
期
が
早

ま
り
、
倒
伏
が
生
じ
た
た
め
胴
割

粒
や
茶
米
が
発
生
し
ま
し
た
。
倒

伏
を
生
じ
さ
せ
な
い
肥
培
管
理
や

適
期
の
収
穫
が
大
切
で
す
。

８
月
の
高
温
期
に
出
穂
し
た
彩

の
か
が
や
き
に
つ
い
て
は
、
登
熟

期
の
高
温
障
害
の
た
め
、
白
未
熟

粒
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
年
は
特

に
、
出
穂
後
20
日
間
の
高
温
（
日

平
均
気
温
27
℃
以
上
）
と
窒
素
不

足
条
件
で
発
生
し
や
す
い
基
部
未

熟
粒
や
背
白
粒
が
多
く
発
生
し
ま

し
た
。
出
穂
期
が
高
温
期
に
当
た

ら
な
い
よ
う
な
田
植
時
期
へ
の
変

更
や
、
登
熟
期
に
必
要
な
窒
素
成

分
を
供
給
す
る
適
切
な
穂
肥
施
用

が
大
切
で
す
。

三　

令
和
３
年
に
向
け
た

　
　

対
策（
図
２
）

①
土
づ
く
り

根
の
張
り
を
良
く
し
、
活
性
を

維
持
す
る
た
め
、
堆
肥
や
ケ
イ
酸

資
材
の
活
用
と
、
目
標
深
度
15
㎝

の
深
耕
を
行
い
ま
す
。

②
施
肥

十
分
な
収
量
を
確
保
し
良
好
な

品
質
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
水

稲
が
必
要
と
す
る
時
期
に
十
分
な

養
分
を
供
給
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。基

肥
は
、
分
げ
つ
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
養
分
を
供
給
す
る

た
め
、倒
伏
し
な
い
よ
う
、作
期
・

品
種
ご
と
の
適
量
を
施
用
し
ま
す
。

高
温
等
で
稲
体
が
養
分
を
消
耗

し
、
葉
色
が
薄
く
な
る
と
そ
の
後

の
生
育
や
外
観
品
質
の
低
下
に
つ

な
が
る
の
で
、
極
端
に
薄
く
な
る

前
に
追
肥
を
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。

穂
肥
は
、
籾
数
を
確
保
し
て
収

量
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
稲

体
の
活
性
を
維
持
し
て
登
熟
期
間

中
に
必
要
な
養
分
を
供
給
す
る
た

め
、
作
期
、
品
種
ご
と
の
適
期
に

葉
色
等
を
参
考
に
し
て
適
量
を
施

用
し
ま
す
。

緩
効
性
肥
料
を
活
用
す
る
場
合

は
、
入
水
・
代
か
き
に
よ
り
溶
出

が
始
ま
る
こ
と
を
念
頭
に
、
水
稲

が
肥
料
成
分
を
必
要
と
す
る
分
げ

つ
期
、
幼
穂
形
成
期
、
登
熟
期
に

必
要
充
分
量
が
溶
出
す
る
よ
う
、

肥
料
溶
出
時
期
が
合
う
適
切
な
肥

料
の
種
類
を
選
択
し
、
施
用
量
を

調
整
し
ま
す
。
な
お
、
気
象
条
件

等
か
ら
影
響
を
受
け
る
水
稲
の
生

育
状
況
に
よ
り
、
肥
料
の
必
要
量

は
変
わ
り
ま
す
の
で
、
施
用
量
は

少
な
め
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
追

肥
を
行
い
ま
す
。

③
水
管
理

移
植
直
後
は
深
水
と
し
、
活
着

後
は
分
げ
つ
促
進
の
た
め
浅
水
管

理
と
し
ま
す
。
但
し
、
湛
水
処
理

の
除
草
剤
を
散
布
す
る
場
合
は
、

深
水
で
散
布
し
、
７
日
間
は
田
面

が
露
出
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

無
効
分
げ
つ
を
抑
え
、
根
系
の

発
達
を
促
進
す
る
た
め
、
中
干
し

を
必
ず
行
い
ま
す
。
有
効
茎
数
を

確
保
し
た
ら
落
水
し
、
田
面
に
小

ひ
び
が
入
る
く
ら
い
に
し
ま
す
。

乾
か
し
す
ぎ
て
根
を
切
ら
な
い
よ

う
注
意
し
ま
す
。

 

気
象
変
動
に
負
け
な
い
米
づ
く
り 

令
和
２
年
産
の
作
柄
と
３
年
産
に
向
け
た
対
策

表　外観品質低下の原因
胴割粒 刈り遅れ、急激な乾燥
茶米 刈り遅れ

未
熟
粒

乳白粒 日照不足（高温）、籾数過多
基部未熟粒

高温、窒素不足
背白粒 胴割粒

基部未熟粒整粒

茶米

背白粒

（農林水産省HP）

乳白粒

❹



中
干
終
了
か
ら
穂
肥
ま
で
は
３

～
４
日
ご
と
に
湛
水
と
断
水
を
繰

り
返
す
間
断
潅
水
を
行
い
ま
す
。

穂
肥
施
用
後
は
湛
水
し
、
出
穂

期
前
と
後
の
各
１
週
間
（
計
２
週

間
）
は
深
水
管
理
と
し
、
そ
の
後

は
根
の
活
性
を
維
持
す
る
た
め
、

間
断
潅
水
を
行
い
ま
す
。

充
分
に
登
熟
さ
せ
る
た
め
、
出

穂
後
30
日
間
は
土
壌
水
分
を
保
ち
、

早
期
落
水
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。異

常
高
温
や
低
温
、
台
風
等
に

よ
る
強
風
・
豪
雨
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
で
き
る
限
り
の
深
水
に

し
ま
す
。

④
適
期
収
穫

水
稲
の
登
熟
は
気
温
の
影
響
を

強
く
受
け
、
出
穂
後
の
日
平
均
気

温
が
高
い
ほ
ど
、
収
穫
適
期
を
早

く
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
出
穂
後
の

気
温
が
高
い
場
合
、
籾
の
退
色
が

玄
米
の
成
熟
よ
り
遅
く
な
り
、
籾

の
緑
色
の
抜
け
具
合
に
よ
る
収
穫

適
期
の
判
断
が
難
し
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ほ
場
を
よ
く
観

察
し
、
立
毛
籾
水
分
が
25
％
以
下

に
な
り
、
登
熟
積
算
気
温
に
達
し

た
ら
早
め
に
収
穫
し
ま
す
。

出
穂
後
10
日
間
の
日
最
高
気
温

が
高
い
と
胴
割
米
が
発
生
し
や
す

い
の
で
、
心
配
さ
れ
る
場
合
は
特

に
急
速
な
乾
燥
を
避
け
、
適
正
な

送
風
温
度
で
乾
燥
し
ま
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

　

☎
０
４
８
０（
６
１
）３
９
１
１

❺



　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

３
月
１
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

※
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

理
事
会
か
ら

12
月
28
日
の
議
案

①
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
就
業
規
則
お

よ
び
職
員
育
児
・
介
護
休
業
等

に
関
す
る
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

②
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

に
つ
い
て

全
議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

３
月
１
日
に
加
須
中
央
支
店
で
開
催

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
変

更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

期間：３月12日まで
☆将来公的年金はいつから受け取れる

のかな？

☆節税対策に何かしたいな？

☆金利が低いけど、貯金以外に何かあ

るかな？

☆将来の備えは今のままで十分かな？

お見積り
キャンペーン

お見積りで
もれなく
記念品
プレゼント

ご成約の方には
ちょっとリッチなボックスティッシュ

（３箱セット）プレゼント

先着800名様限り

こんなお悩みＪＡにご相談を

JAほくさい限定

予定利率変動型

年金共済

❻



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（７〜９頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

「木甘坊」選果スタート
　北川辺とまと研究会が利用する選果場で、12月中旬からトマト

の選果が始まりました。

　同14日の初稼働は試運転。全会員21名が集まってパート従業員

の代わりに選果レーンに立ちました。山

中克己会長が「パート従業員が入っても

スムーズに動くよう、それぞれの持ち

場をチェックしてほしい。」と呼びかけ、

規格や手順を確認しながら初荷の74㌜（１㌜４㌔）をさばきました。

　同会の総栽培面積は７㌶。木の上で熟した甘いトマトをイメージして名付けられ

た「木甘坊（きかんぼう）」の愛称で７月上旬まで首都圏や青森の市場に出荷します。

　山中会長は「10月の定植以降晴天が多く雨の量も少なかったため、着果もきれ

いで実のしまったトマトに仕上がった。」と胸を張り、「それぞれ肥培管理に細心の

注意を払い、目標の1,900㌧をクリアしたい。」と話しています。

　本稼働は同18日から。従業員67名によって選果・箱詰め作業が行われます。

行田の竹井さんが農事功績者表彰を受章
　行田市埼玉の竹井好行さんが令和２年度農事功績者表彰の

緑白綬有功章に輝きました。

　同章は公益社団法人大日本農会が主催し、農事改良の奨励

や実行上功績顕著な人などに対し表彰を行うものです。

　竹井さんは様々な品目を組み合わせて野菜の周年栽培を確

立し、年間雇用の導入や作業の効率化を実現したほか、平

成29年からは遊休農地対策のためにサトイモの作付けをス

タートさせ、現在9.8㌶の農地を借り受けています。同時に

ＪＡが主催する「明日の農業担い手育成塾」の指導農家とし

て新規就農希望者を研修生として受け入れ、５年間で４名の

独立に尽力したことなどが評価されました。

　12月３日には同市役所を訪れ、石井直彦市長とＪＡ大塚宏組合長に受章を報告しました。

女性部でお正月用アレンジメント
　ＪＡ女性部は、12月29日にお正月用アレンジメント講習会を開き

ました。

　羽生支部（長谷川タマ子部長）はＪＡ手子林支店を会場に13名で、

鴻茎支部（梓沢幸子部長）は18名が集まって鴻茎コミュニティセン

ターで行いました。

　騎西地区で生花店を営む川畑久子さんの指導のもと、千両やシンビ

ジウム等の花材をはさみで切り、あれこれ迷いながらオアシスに挿し

ていきました。

　同部にとって、この講習会は毎年の恒例行事。新型コロナウ

イルスの影響で通常の活動ができなかった一年間でしたが、松

や桜を挿したおめでたいアレンジが完成すると「来年こそは」

という気持ちを新たにした部員でした。

木甘坊をＰＲする山中会長

羽生支部

鴻茎支部

受章を大塚組合長㊧と石井市長㊨に報告する竹井さん

トマトを箱詰めする会員
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出荷本格化！大利根地区のイチゴ
　大利根地区で、１月上旬から

イチゴの出荷が本格化しました。

　同地区では、「紅ほっぺ」や

「やよいひめ」、「あまりん」、「恋みのり」などの品種を17

名の生産者が約２㌶で栽培し、県内市場に出荷しています。

　大利根苺組合で組合長を務める大塚東一さんは約11㌃

でやよいひめを栽培。出荷のピークを迎える３月には、１

日約100㌜（１㌜１㌔）を出荷します。

　今シーズンは育苗期の６月から９月に長雨と猛暑が続き、

苗の生育に大きな影響がでましたが、粒は大きく甘みも十分に仕上がりました。

　大塚さんは「完熟したものを収穫するため出荷は毎日。消費者の皆さんに新鮮で甘いイチゴをたくさん

食べてもらいたい。」と話しています。

農家が小学校で出張授業
　羽生市稲子の箱島登さんと加須市北篠崎の江森悟さんは、毎年冬に地元小学校の農家見学の受け入れを行って

います。いずれも３年生児童に社会科の授業の一環として「農家の仕事」を教えることが目的です。今年は新型

コロナウイルスの影響をうけて、２人がそれぞれ教室に出向きました。

　箱島さんは12月16日に同市立川俣小学校の教室で14名に授業を行いました。教壇に立った箱島さんは、栽培

した作物の流通や農業の抱える問題点などについて説明。また、農家はそれぞれ減農薬を心掛け、農薬の使用基

準を守ったり栽培管理記録をつけたりしていることな

どを伝えました。箱島さんの話を受けて担当の岡田俊

男教諭は「農家の方は皆さんに安全で美味しいものを

食べてもらいたいと頑張っているのですね。」と子供

たちに呼びかけました。

　12月17日には江森さんが同市立三俣小学校で行い

ました。３班に分かれた99名の児童に栽培するキュ

ウリの流通について解説したほか、規格外を含む大き

さや曲がり方の異なるキュウリ６本をもちこみ、規格

の良い順に並べるクイズを出題。６名の児童がチャレ

ンジし、子供たちを楽しませました。

騎西のみずき会で恒例のみそ作り
　みずき会は、11月28日からＪＡ種足研修所で毎年恒例

のみそ作りをはじめました。

　会員が栽培した米と大豆を使い、３日間の工程で材料の

洗浄から樽への仕込みまでを行います。完成は１年後。で

きたみそはそれぞれの家庭で楽しみます。

　同会はもともと昭和57年に騎西町園芸組合の婦人部と

して誕生しました。現在12名の会員で活動し、食事会や

フラワーアレンジメント教室なども行っています。

　福島久子会長は「新型コロナウイルスの影響ですべての

活動を見合わせた中、みその仕込みだけは行えてよかった。今後も感染状況をみながら交流を深めていきたい。」

と話しています。

イチゴを収穫する大塚さん夫妻

授業を行う箱島さん 並べ替えクイズを見守る
江森さん

大利根苺組合のやよいひめ
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当選は420名！ウィンターキャンペーン抽選会
　ＪＡは、１月４日に本店で「ウインターキャンペーン2020」

の抽選会を行いました。

　このキャンペーンは、11月２日から年末にかけてくじ付きの

定期貯金を販売したもので、たくさんの皆さまからご好評いただ

き、18億円のご契約となりました。

　抽選会では大塚宏組合長がくじを引いて当選番号を決定。１等

と２等は合計90本で、コロナ禍でのおうち時間を家族で楽しん

でいただけるよう「選べる鍋グルメギフトカタログ」です。また、

３等は330本で、万が一の時のための「非常食セット」が贈られ

ます。

　当選番号は当組合ホームページに掲載するとともに、ご当選されたお客さまには、ご契約いただきました支店

からご案内いたします。

３名が入賞 ～彩玉なし共進会～

　県果実連合会主催による「彩玉なし共進会」で、当ＪＡ管内から３名の生産者が入賞しました。

　この共進会は、県のブランド梨である「彩玉(さいぎょく)」の栽培面積の維持拡大と生産技術の向上などを目

的に毎年開催されています。県内から集まった60点の中から形状や品質、糖度や色調など多岐にわたる項目で

昨年８月に審査が行われました。

　県農業技術研究センター所長賞に輝いたのは、加須市園芸連梨部会の大熊孝さんです。大熊さんは「入賞は２

度目。これを糧にさらに消費者に喜んでいただけるような梨づくりに励んでいきたい。」と話していました。

　このほか、加須市騎西梨撰果所利用組合から栗原敏男さんが県果実連合会会長賞に、鈴木昭二さんが加須農林

振興センター所長賞に輝きました。

肥料農薬展示相談会を開催
　ＪＡは11月下旬から12月初旬にかけて、各基幹支店の会議室などで肥料・農薬展示相談会を開きました。

　水稲用の春肥料・農薬の予約注文を前に、それぞれのメーカーの担当者から直接話を聞ける機会とあり、多く

の人が訪れました。

くじを引く大塚組合長㊨

大熊さん

加須会場

鈴木さん

北川辺会場

栗原さん

騎西会場
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JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ
義
弟
の
遺
産
を
夫
が
相
続
し
、

そ
の
夫
の
遺
産
を
あ
な
た
が
相
続

し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
が
義

弟
の
相
続
を
希
望
し
な
い
な
ら
、

義
弟
の
相
続
に
つ
い
て
相
続
の
放

棄
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

相
続
の
放
棄
は
、
自
分
に
相
続

の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

時
か
ら
３
か
月
以
内
に
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
（
民
法
９
１
５
条
１

項
）。また

、
相
続
人
が
相
続
の
承
認

ま
た
は
放
棄
を
し
な
い
で
死
亡
し

た
と
き
は
、
そ
の
者
の
相
続
人
が

自
己
の
た
め
に
「
相
続
の
開
始
」

が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら

３
か
月
は
相
続
の
放
棄
が
可
能
で

す
（
民
法
９
１
６
条
）。
こ
の
「
相

②「
富
士
山
頂
の
散
骨
は
許
さ
れ
る
？

―
私
有
地
な
の
で
勝
手
に
で
き
な
い
」

①「
亡
き
夫
の
弟
の
相
続
放
棄
は
い
つ
ま
で
可
能
？

―
妻
が
義
弟
の
相
続
開
始
を
知
っ
て
か
ら
３
か
月
間
は
可
能
」

私
の
夫
が
亡
く
な
っ
て
半
年

後
、
あ
る
会
社
か
ら
夫
の
弟
の

借
金
の
督
促
状
が
私
に
届
き
ま

し
た
。
夫
が
亡
く
な
る
２
か
月

前
に
義
弟
が
借
金
を
残
し
て
死

亡
し
、
夫
が
唯
一
の
相
続
人

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
義
弟
は
、

30
年
以
上
音
信
不
通
な
の
で
、

義
弟
の
死
亡
を
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

夫
が
亡
く
な
っ
て
半
年
以
上

経
過
し
て
い
ま
す
。
相
続
放
棄

は
３
か
月
以
内
と
聞
き
ま
す

が
、自
宅
は
夫
の
遺
産
な
の
で
、

夫
の
相
続
は
放
棄
し
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。
夫
に
つ
い
て
は
相
続

を
し
、
義
弟
の
み
相
続
の
放
棄

を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

私
の
妻
が
、「
も
し
も
の
と
き

に
墓
な
ん
て
い
や
よ
。
私
の
遺

灰
は
富
士
山
の
頂
上
か
ら
撒
い

て
ち
ょ
う
だ
い
」
と
言
い
出
し

ま
し
た
。
海
や
山
に
遺
灰
を
撒

く
、
い
わ
ゆ
る
散
骨
を
す
る
こ

と
は
法
律
上
許
さ
れ
ま
す
か
。

遺
骨
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
墓

地
、埋
葬
な
ど
に
関
す
る
法
律
が
、

焼
骨
の
埋
蔵
は
墓
地
以
外
の
区
域

に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
て

い
ま
す
（
４
条
１
項
）。
こ
こ
で

埋
蔵
と
は
、
焼
骨
を
土
中
に
葬
る

こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
海
や
山
に
撒

く
散
骨
は
た
だ
ち
に
同
法
違
反
と

は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

次
に
、
刑
法
は
、「
死
体
、
遺
骨
、

遺
髪
又
は
棺
に
納
め
て
あ
る
物
を

損
壊
し
、ま
た
は
領
得
し
た
者
は
、

３
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。」

と
定
め
て
い
ま
す
（
１
９
０
条
、

死
体
損
壊
罪
）。

同
条
の
目
的
は
、
死
者
に
対
す

る
一
般
の
敬
虔
（
け
い
け
ん
）
感

情
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す

か
ら
、
散
骨
は
葬
送
の
た
め
の
祭

祀
（
さ
い
し
）
で
節
度
を
も
っ
て

行
わ
れ
る
限
り
処
罰
さ
れ
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
態
様
で
あ
れ
ば
節

度
あ
る
葬
送
と
評
価
で
き
る
の
か

は
あ
い
ま
い
な
部
分
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
こ
の
他
、
近
年
は
、
地

方
自
治
体
が
条
例
で
散
骨
を
規
制

す
る
例
も
あ
り
ま
す
し
、
例
え
ば

他
人
の
土
地
に
勝
手
に
散
骨
を
し

た
り
、
水
源
地
に
散
骨
を
し
た
り

す
れ
ば
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損

害
賠
償
責
任
（
民
法
７
０
９
条
）

を
負
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

以
上
か
ら
す
る
と
、
散
骨
を
す

る
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
、
①

焼
骨
を
人
骨
と
分
か
ら
な
い
く
ら

い
細
か
く
砕
く
、
②
人
目
に
つ
く

と
こ
ろ
で
行
わ
な
い
、
③
勝
手
に

他
人
の
土
地
な
ど
に
撒
か
な
い
、

等
の
配
慮
は
必
要
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
富
士
山
頂
は
私
有
地

で
す
の
で
勝
手
に
散
骨
を
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
家
族
が
散
骨

を
希
望
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

に
ど
の
よ
う
に
行
う
こ
と
が
可
能

な
の
か
を
、
生
前
か
ら
よ
く
話
し

合
い
、
調
べ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

①

②

①

②

続
の
開
始
」
に
つ
い
て
は
、
あ
な

た
が
夫
の
相
続
（
第
２
次
相
続
）

の
開
始
を
知
っ
た
と
き
な
の
か
、

あ
な
た
が
義
弟
の
相
続
（
第
１
次

相
続
）
の
開
始
を
知
っ
た
と
き
な

の
か
、
長
ら
く
、
条
文
の
解
釈
に

争
い
が
あ
り
ま
し
た
。

上
記
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
、
最

高
裁
判
所
は
、
相
続
人
が
第
２
次

相
続
の
開
始
を
知
っ
た
と
き
か
ら

３
か
月
以
内
で
あ
れ
ば
相
続
の
放

棄
が
で
き
る
と
し
ま
し
た
（
最
判

令
和
元
年
８
月
９
日
）。

第
１
次
相
続
と
第
２
次
相
続
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
相
続
の
放
棄

が
で
き
ま
す
の
で
、
あ
な
た
が
義

弟
の
相
続
の
開
始
を
知
っ
た
と
き

か
ら
３
か
月
以
内
に
義
弟
の
相
続

に
つ
い
て
放
棄
の
申
述
を
す
る
と

い
い
で
し
ょ
う
。
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税
務
相
談

＆

Ａ

Ｑ

JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

分
割
が
整
わ
な
い
場
合
は
、
各
相

続
人
が
法
定
相
続
分
で
財
産
を
取

得
し
た
も
の
と
し
て
、
相
続
税
を

申
告
納
税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
未
分
割
で
遺
言
も
な
け
れ
ば
、

各
相
続
人
は
相
続
又
は
遺
贈
に
よ

っ
て
遺
産
を
取
得
し
て
い
な
い
の

で
、「
配
偶
者
の
税
額
軽
減
」「
農

地
の
相
続
税
の
納
税
猶
予
」「
小

規
模
宅
地
の
評
価
の
特
例
」「
相

続
税
の
物
納
申
請
」
な
ど
の
特
例

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
遺
言
書
に

そ
っ
て
、
遺
産
を
取
得
し
債
務
を

承
継
で
き
れ
ば
節
税
を
図
る
こ
と

も
可
能
な
の
で
す
。

遺
言
は
全
て
で
は
な
い

　

遺
言
は
養
子
縁
組
と
並
ん
で
相

続
対
策
の
手
段
で
す
。
遺
言
は
、

跡
取
り
に
全
て
を
相
続
さ
せ
る
も

の
、
家
産
を
孫
に
託
す
も
の
、
各

相
続
人
へ
平
等
に
与
え
る
も
の
な

ど
事
情
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
中
で
も
、
一
人
の
相
続

人
へ
「
包
括
し
て
相
続
さ
せ
る
」

遺
言
は
、
他
の
相
続
人
の
遺
留
分

を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

相
続
人
間
の
話
し
合
い
を
省
略
し

て
、
い
き
な
り
執
行
（
登
記
や
名

義
書
換
手
続
き
）
す
る
と
、
法
律

ど
お
り
遺
留
分
を
請
求
さ
れ
て
し

ま
う
も
の
で
す
。
し
か
も
、
従
来

は
遺
留
分
を
土
地
で
返
還
で
き
た

の
で
す
が
、
民
法
の
改
正
に
よ
っ

て
「
現
金
」
で
精
算
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
遺
留
分
を
請
求
さ

れ
た
受
遺
者
は
、
現
金
で
支
払
う

た
め
に
遺
留
分
の
お
よ
そ
１
・
３

私
た
ち
長
男
夫
婦
は
30
年
間
、

青
色
専
従
者
と
し
て
父
の
農
業

経
営
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
父

は
昨
年
の
暮
れ
に
、
そ
の
経
営

を
私
に
移
譲
し
て
く
れ
ま
し
た
。

同
時
に
、
父
は
す
べ
て
の
財
産

を
包
括
し
て
長
男
に
相
続
さ
せ

る
旨
を
遺
言
し
た
そ
う
で
す
。

相
続
人
は
二
男
と
長
女
の
三
人

で
す
が
、
改
め
て
親
子
で
相
続

の
話
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
父
の
相
続
で
は
遺
言
の
と

お
り
、
私
が
ほ
と
ん
ど
の
財
産

を
相
続
し
家
業
と
祭
祀
を
守
っ

て
い
く
つ
も
り
で
す
。
こ
れ
か

ら
遺
産
の
相
続
と
相
続
税
の
納

税
に
つ
い
て
何
か
準
備
し
て
お

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

相
続
の
基
本
的
な
し
く
み

　

相
続
は
人
の
死
亡
に
よ
っ
て
開

始
し
、
相
続
人
は
被
相
続
人
に
属

し
た
一
切
の
権
利
義
務
（
財
産
と

債
務
）
を
承
継
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
相
続
人
は
、熟
慮
期
間（
３

ケ
月
）
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

相
続
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
続
人
が
複
数
の
場
合
の
遺

産
は
法
定
相
続
人
が
こ
れ
を
共
有

し
ま
す
。
共
有
状
態
を
解
く
た
め

に
遺
産
分
割
協
議
を
経
て
、
不
動

産
の
登
記
や
預
貯
金
の
名
義
を
相

続
人
へ
書
換
え
を
し
ま
す
。
と
こ

ろ
で
、
被
相
続
人
は
生
前
に
お
い

て
各
相
続
人
に
何
を
相
続
さ
せ
た

い
か
を
自
由
に
遺
言
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
受
遺
者
は
こ
れ
を
放

棄
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
放
棄

さ
れ
た
財
産
は
相
続
人
全
員
の
分

割
協
議
に
よ
っ
て
取
得
者
を
決
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
父
様

が
遺
言
に
よ
っ
て
長
男
に
全
て
の

財
産
を
遺
贈
し
た
場
合
、
長
男
は

二
男
や
長
女
か
ら
遺
留
分
（
各
６

分
の
１
）
を
現
金
で
支
払
う
よ
う

請
求
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

相
続
争
い
の
原
因
は
足
元
に
あ
る

　

新
し
い
民
法
（
均
分
相
続
）
に

な
っ
て
74
年
経
ち
ま
す
が
、
日
本

の
社
会
で
は
相
変
わ
ら
ず
家
を
中

心
に
物
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
て
の
財
産
を
相
続
す
る
つ
も
り

の
後
継
者
と
法
定
相
続
分
を
主
張

す
る
相
続
人
の
争
い
が
跡
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
被
相
続
人
の
権
利
と
義

務
を
誰
が
承
継
す
べ
き
か
、
跡
取

り
に
よ
る
親
の
療
養
看
護
や
家
業

へ
の
寄
与
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
評

価
す
る
の
か
。
親
と
し
て
の
相
続

人
へ
の
思
い
や
期
待
を
正
し
く
伝

え
て
い
な
い
こ
と
も
原
因
の
一
つ

で
す
。
裁
判
所
へ
託
す
ほ
ど
難
し

い
事
で
は
な
い
が
、
調
停
や
裁
判

へ
の
申
立
て
が
増
え
て
い
ま
す
。

相
続
税
も
「
10
ケ
月
あ
れ
ば
、
遺

産
を
調
査
し
て
分
割
協
議
が
整
う

は
ず
」
と
し
て
、
期
限
ま
で
に
遺

産
が
未
分
割
で
も
申
告
納
税
を
猶

予
し
な
い
の
で
す
。

遺
言
の
効
用

　

相
続
税
の
申
告
期
限
内
に
遺
産

倍
（
３
・
３
％
の
仲
介
手
数
料
と

18
・
73
％
の
譲
渡
税
が
か
か
る
た

め
）
の
土
地
を
処
分
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

遺
言
で
家
業
を
守
れ
る
か

　

相
続
人
が
３
人
で
あ
れ
ば
、
跡

取
り
と
い
え
ど
も
法
定
相
続
分
は

３
分
の
１
。
長
男
に
全
て
の
財
産

を
相
続
さ
せ
る
と
し
て
も
、
二
男

と
長
女
の
遺
留
分
は
合
わ
せ
て
３

分
の
１
。
二
人
に
遺
留
分
を
請
求

さ
れ
る
と
、
長
男
に
は
３
分
の
２

し
か
残
ら
な
い
の
で
す
。
遺
留
分

を
現
金
で
支
払
う
と
、
長
男
が
取

得
で
き
る
財
産
は
３
分
の
２

（
66
・
７
％
）
か
ら
56
・
７
％

に
減
っ
て
し
ま
い
、
全
て
の
財
産

を
取
得
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い

の
で
す
。
そ
こ
で
、
必
要
な
遺
産

を
確
保
す
る
た
め
の
生
前
対
策
が

必
要
な
の
で
す
。

家
産
を
守
る
た
め
の
生
前
対
策

　

生
前
に
土
地
を
譲
渡
し
て
現
金

化
し
て
お
く
。
遺
留
分
に
相
当
す

る
遺
産
を
二
男
と
長
女
に
生
前
に

贈
与
す
る
。
二
男
と
長
女
の
遺
留

分
を
満
た
す
財
産
を
遺
言
で
遺
贈

す
る
。
父
と
長
男
の
妻
が
養
子
縁

組
を
し
て
後
継
相
続
人
を
増
や
す
。

家
業
を
法
人
成
り
し
て
事
業
に
必

要
な
財
産
を
法
人
へ
集
約
す
る
。

10
年
計
画
で
長
男
の
農
業
経
営
の

基
盤
を
父
子
で
造
成
す
る
。
等
々
、

家
業
と
家
を
守
る
こ
と
は
大
変
な

こ
と
で
す
。
家
団
内
で
生
前
協
議

を
開
い
て
対
策
と
工
夫
を
重
ね
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
相
続
と
相
続
税

を
考
え
る
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身近な地域の名所をご紹介します

ほくさい
彩発 見

万葉遺跡
古
こがのわたし

河渡
加須市向古河

　万葉集は奈良時代末期に現在の形になった
とされる日本に現存する最古の和歌集です。
皇族や貴族だけでなく、防人や庶民など幅広
い身分の人の歌が収められていることが特徴
で、新元号「令和」の由来となったことでも
話題になりました。
　この歌集には、当時北川辺地区付近にあっ
たとされる「古河の渡し」を詠んだ和歌が掲
載されており、鷲神社の境内にはその２首を
刻んだ歌碑が建立されています。　
【第三五五五】
まくらがの古河の渡りのから梶の　
　　　　　音高しもな寝なへ子ゆゑに
（未だ何びとのかかわりもない女性なのに、ウワ
サばかりが高くなって困る）
【第三五五八】
会はずして行かば惜しけむまくらがの　
　　　　　古河こぐ船に君も会はぬかも
（あわないで行くのは残念であろう。まくらがの
古河をこぐ船ででも、君に会いたいものである）

渡
良
瀬
川

東
武
日
光
線

　

点
滴
の
音
な
き
リ
ズ
ム
冬
日
和　
　
　
　

騎　

西　

中
島　

价
市

　

幸
せ
が
来
そ
う
な
家
の
蒲
団
干
し　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

　

移
り
ゆ
く
年
の
狭
間
を
除
夜
の
鐘　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

　

ひ
と
つ
空
け
座
る
内
科
の
す
き
ま
風　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

　

水
仙
の
一
万
株
の
香
り
か
な　
　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

　

彼
尾
花
筑
波
は
沈
み
赤
城
暮
れ　
　
　
　
　

〃　
　

平
井　

昭
政

　

白
菜
の
切
ら
れ
て
芯
の
盛
り
あ
が
り　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

　

解
け
ゆ
く
一
輪
挿
し
の
冬
薔
薇　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

　

コ
ロ
ナ
禍
も
恙
な
く
生
き
年
暮
る
る　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

　

神
主
も
小
走
り
で
去
る
師
走
か
な　
　
　
　

〃　
　

多
田
千
代
子

　

良
き
事
は
す
ぐ
に
信
じ
て
恵
方
道　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

　

逆
立
ち
て
餌
捕
る
鴨
の
赤
き
足　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

　

賑
わ
い
も
三
密
避
け
て
酉
の
市　
　
　
　

羽　

生　

杉
山　
　

榮

　

学
校
の
に
わ
と
り
小
屋
の
寒
卵　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

　

感
染
に
怯
え
る
時
世
冬
至
粥　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

　

冬
晴
れ
や
心
に
か
げ
り
な
き
如
く　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

　

女
子
会
の
し
め
は
リ
ゾ
ッ
ト
冬
牡
丹　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

　

一
隅
に
紅
侘
助
の
密
や
か
に　
　
　
　
　

羽　

生　

道
給　

㐂
仙

　

モ
ロ
コ
煮
る
母
親
ゆ
ず
り
の
目
分
量　
　

行　

田　

伊
藤　

典
子

　

寒
雀
膨
ら
み
電
線
行
儀
良
く　
　
　
　
　
　

〃　
　

天
沼　

広
吉

　
　
　
　

選
者
吟

　

村
の
事
何
で
も
知
っ
て
頬
か
む
り　
　
　
　
　
　
　

野　

歩　

留

　

※
４
月
号
へ
の
投
句
は
、
２
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
販
売
課
（
住
所
不
要
）
宛

て
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

冬
銀
河
亡
き
娘
の
笑
顔
浮
か
び
く
る　
　
　

騎　

西　

戸
田　

達
子

（評）
作
者
は
二
年
前
に
最
愛
の
娘
さ
ん
を
亡
く
し
た
。
親
と
言
う
も
の

は
何
年
経
っ
て
も
忘
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
冬
銀
河
を
見
な
が
ら
在

り
し
日
の
娘
さ
ん
の
笑
顔
が
浮
か
ん
で
き
た
。
悲
し
み
の
中
に
娘
さ

ん
の
笑
顔
が
複
雑
な
心
境
を
物
語
る
。

歌碑 鷲神社
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農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

令
和
３
年
産
麦
の
こ
れ
か
ら
の
栽
培
管
理

　

令
和
３
年
産
麦
の
播
種
作
業
は
、

順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　

近
年
は
極
端
な
天
候
の
変
化
に

よ
り
、
作
柄
が
不
安
定
に
な
り
や

す
い
で
す
。
今
後
も
天
候
に
注
意

し
な
が
ら
、
栽
培
管
理
を
適
期
に

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
実
需
者

が
求
め
る
麦
を
生
産
す
る
た
め
に
、

排
水
対
策
、
麦
踏
み
、
適
正
追
肥
、

雑
草
防
除
等
の
基
本
技
術
を
確
実

に
実
行
し
、
高
品
質
麦
の
生
産
に

努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
表
１
）

１　
排
水
対
策

　

排
水
不
良
の
ほ
場
で
は
、
降
雨

や
降
雪
に
よ
る
根
腐
れ
等
の
湿
害

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
、
明
渠

等
の
設
置
を
行
っ
て
い
な
い
ほ
場

で
は
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
設

置
済
み
の
ほ
場
で
も
、
排
水
路
と

連
結
さ
れ
て
い
る
か
、
埋
も
れ
て

い
な
い
か
等
を
確
認
し
、
問
題
が

あ
れ
ば
速
や
か
に
補
修
し
ま
す
。

２　
麦
踏
み

　

麦
踏
み
に
は
、
①
根
張
り
を
良

く
す
る 

②
耐
寒
性
・
耐
乾
性
を

強
化
す
る 

③
有
効
茎
数
を
増
加

さ
せ
る 

④
過
繁
茂
を
抑
制
す
る 

⑤
凍
霜
害
を
軽
減
す
る 

⑥
倒
伏

を
軽
減
す
る
等
の
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

生
育
が
早
い
場
合
、
幼
穂
の
凍

霜
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
県
内
で

も
近
年
３
月
頃
に
最
低
気
温
が
０

℃
程
度
と
な
り
、
生
育
が
早
い
ほ

場
で
凍
死
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

麦
踏
み
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
過
剰
な
生
育
を
抑
制
し
、
幼

穂
形
成
を
遅
延
さ
せ
る
こ
と
で
、

凍
霜
害
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
土
壌
水
分
が
高
く
踏

圧
に
よ
り
土
壌
が
締
ま
る
よ
う
な

場
合
は
見
合
わ
せ
ま
す
。
ほ
場
が

乾
い
た
ら
、
10
日
程
度
の
間
隔
で
、

茎
立
期
（
主
茎
長
２
㎝
）
ま
で
に

栽
培
期
間
全
体
で
２
～
３
回
を
目

標
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

３　
追
肥
（
表
２
）

　

追
肥
は
天
候
や
生
育
状
況
に
応

じ
て
加
減
し
ま
す
。
基
肥
一
発
型

肥
料
を
施
用
し
た
ほ
場
で
も
、
高

温
多
雨
条
件
で
は
、
肥
料
分
が
流

亡
し
、
追
肥
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

追
肥
の
時
期
は
、
小
麦
で
は
茎

立
期
を
基
本
と
し
て
、
大
麦
で
は

茎
立
前
を
基
本
と
し
ま
す
。

　

小
麦
や
六
条
大
麦
で
は
、
適
正

に
追
肥
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

二
条
大
麦
の
適
正
な
タ
ン
パ
ク

質
含
量
は
10
～
11
％
で
す
。
前
年

の
品
質
分
析
結
果
か
ら
適
正
な
タ

ン
パ
ク
含
量
に
な
る
よ
う
に
、
追

肥
の
実
施
を
検
討
し
ま
す
。
低
タ

ン
パ
ク
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
は
必

ず
追
肥
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

４　
雑
草
防
除
（
表
３
）

　

除
草
剤
は
使
用
時
期
を
逃
す
と
、

効
果
が
低
下
す
る
の
で
、
雑
草
の

葉
齢
や
麦
の
生
育
状
況
に
注
意
し

て
、
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
部
の
除
草
剤
成
分
に
抵
抗
性

を
持
つ
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
次

作
で
は
、
抵
抗
性
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ

ポ
ウ
に
高
い
効
果
を
示
す
除
草
剤

を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
作

付
け
時
に
土
壌
の
砕
土
や
鎮
圧
を

行
う
こ
と
で
、
除
草
剤
の
効
果
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
加
須
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

表1 高品質な小麦を生産するための対策

品質評価項目 有効な対策

タンパク質含量を
上げる ・適正追肥

容積重を上げる ※1 ・基本技術の励行
・雑草、
　病害虫防除灰分を下げる ※2

※1 麦の生育を登熟まで健全に保つことが有効です。
※2 穀粒を大きく、粒張りを良くしましょう。

表2 小麦および大麦の追肥
品種 あやひかり 彩の星 すずかぜ

時期
茎立期 茎立前 茎立前

3月上～中旬 2月上～中旬 2月中～下旬

窒素成
分目安
kg/10a

2.8～3.5 1.4～2.1 1.4～2.1

施用例
kg/10a

硫安（細粒）
13.3～16.7
（21-0-0）

硫安（細粒）
6.7～10

（21-0-0）

硫安（細粒）
6.7～10

（21-0-0）

※茎立期は天候や播種時期、生育状況によって変動します。

表3　小麦および大麦の生育期茎葉処理除草剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和2年12月9日現在の登録内容で作成

除草剤名 作物名 適用雑草名 10aあたりの使用量
（散布液量） 使用時期 使用回数

アクチノールB乳剤 麦類 一年生広葉雑草 100～200ml（70～100Ｌ) 穂ばらみ期まで（雑草生育初期） 2回以内

エコパートフロアブル
小麦

一年生広葉雑草 50～100ml（100Ｌ）

小麦の節間伸長開始期まで（広葉雑草2～4葉期、
ヤエムグラ2～6節期）但し、収穫45日前まで 2回以内

大麦 大麦の節間伸長開始期まで（広葉雑草2～4葉期）
但し、収穫45日前まで

バサグラン液剤
（ナトリウム塩）

小麦 一年生雑草
（イネ科を除く） 100～200ml（70～100Ｌ)

生育期（雑草の3～6葉期）但し、収穫45日前まで
1回麦類

（小麦を除く） 生育期（雑草の3～6葉期）但し、収穫90日前まで

ハーモニー75DF水和剤 小麦・大麦 一年生広葉雑草
スズメノテッポウ※ 5～10g（50～100Ｌ） 麦3葉期～節間伸長前 1回

○農薬使用時はラベル表示を必ず確認してから使用しましょう。　○農薬の飛散防止に努めましょう。　○農薬の使用記録簿をつけるよう努めましょう。
※スズメノテッポウへの散布適期は5葉期までです。また、施用効果が劣る地域もあるので、注意してください。
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二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
最
低
気
温
が
０
度
を
下
回
る
日
の

こ
と

❷
ど
ら
焼
き
に
挟
ん
で
あ
る
物

❸
片
仮
名
語
で
い
う
と
リ
ベ
ン
ジ

❹
節
分
に
ま
き
ま
す

❺
冬
、
雪
国
の
家
の
軒
に
ぶ
ら
下
が

る
物

❼
―
―
の
道
も
一
歩
か
ら

❿
牛
肉
は
ビ
ー
フ
、
鶏
肉
は
―
―

⓬
お
釣
り
と
一
緒
に
受
け
取
る
こ
と
も

⓭
多
く
の
人
が
眠
っ
て
い
ま
す

⓮
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
に
な
る
植
物

⓱
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
む
調
味
料

⓳
間
違
っ
た
答
え
に
付
け
る
印

⓴
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
伝
え
る
人

も
い
ま
す

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

販
売
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
３
年
２
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
１
月
号
の
答
〉

　

カ
ド
マ
ツ

タ
テ
の
カ
ギ

❷
た
き
火
の
―
―
を
念
入
り
に
行
っ
た

❻
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
―
―
に
か
け
て

溶
か
し
た

❽
構
え
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
す

❾
ジ
ャ
ム
や
ピ
ク
ル
ス
な
ど
を
詰
め

ま
す

❿
こ
の
―
―
の
輪
、
な
か
な
か
外
れ

な
い
ん
だ

⓫
就
職
活
動
の
際
に
書
き
ま
す

⓯
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
に
入
れ
ま
す

⓰
浜
辺
に
寄
せ
て
は
返
す
も
の

⓲
文
庫
本
に
布
製
の
―
―
を
掛
け
た

⓴
夕
方
に
な
る
と
家
々
の
窓
に
と
も

り
ま
す

㉑
ア
シ
カ
に
似
た
海
獣

☆
12
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

　

つ
い
最
近
新
し
い
年
を
迎
え
た
と
思
っ
て
い
た
ら
、
も
う
２
月
。

　

皆
さ
ん
、
節
分
に
豆
ま
き
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
の
元
気
な
掛
け
声
と
と
も
に
ま
く
豆
。
鬼

に
ぶ
つ
け
る
の
は
な
ぜ
豆
な
の
か
と
い
う
と
、
日
本
で
は
古
来
よ
り
大

豆
や
米
、
麦
な
ど
の
穀
物
に
邪
気
を
払
う
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
、
そ
の
霊
力
に
よ
っ
て
悪
魔
や
悪
霊
を
追
い
払
う
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
※
諸
説
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
は
じ
ま
っ
て
、
ほ
ぼ
一
年

経
過
し
ま
し
た
。
鬼
と
と
も
に
ウ
イ
ル
ス
も
退
治
し
て
、
一
日
も
早
く

穏
や
か
な
日
々
が
訪
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

Ｊ
・
Ｓ

編
集
後
記

☆
新
井　
政
枝
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
大
越　
静
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
飯
塚　
君
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
秋
山　
宮
男
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
柿
沼
ト
ヨ
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
木
村　
典
江
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
中
鉢　
ミ
ヨ
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
加
納　
　
正
さ
ま
（
大
利
根
）
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(※２) 令和3年3月販売開始予定です。

(※１) 数量限定での取り扱いです。


